
	 

様式Ｃ‐１９	 

	 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書	 

 

平成	 24	 年	 6	 月	 6	 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：国内外の現代都市再開発において、建築家の有名性が社会的に生産、

流通、消費される仕組みを、建築専門誌と一般紙誌の比較、クライアントの系譜の分析、海外

の都市再開発の現場のフィールドワークにより明らかにした。また、他ジャンルの有名人のな

かにおける建築家の有名性の特異性を論証するために、「文化人」というカテゴリーに着目し、

建築界、文学界など、「界」ごとに異なる有名性の存立様態を比較した。  
 
研究成果の概要（英文）：My	 research	 has	 elucidated	 how	 the	 celebrity	 of	 architects	 has	 
been	 produced,	 circulated	 and	 consumed	 in	 domestic	 and	 foreign	 contemporary	 urban	 
development	 by	 comparing	 specialized	 architectural	 magazines	 and	 general	 interest	 
magazines,	 analyzing	 the	 genealogy	 of	 clients	 and	 doing	 fieldwork	 on	 the	 site	 of	 foreign	 
urban	 redevelopment.	 My	 research	 has	 also	 focused	 on	 the	 category	 of	 ‘cultural	 figures’	 
and	 compared	 the	 different	 modes	 of	 the	 existence	 of	 celebrity	 by	 world,	 such	 as	 the	 
architectural	 world	 and	 the	 literary	 world	 in	 order	 to	 relativise	 and	 demonstrate	 the	 
uniqueness	 of	 the	 celebrity	 of	 an	 architect	 from	 other	 genres’	 famous	 people. 
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１．研究開始当初の背景 
	 研究代表者はこれまで、技術・官僚主義に

よる均質的な空間計画へ疑義を唱えた 1960

年代のアンリ・ルフェーヴルやシチュアシオ

ニストの都市・空間論の思想的研究を土台に、

建築家の作家主義的態度が引き起こす問題

を考察してきた。しかし、それらの都市・空

間論は、建築家の社会的存立様態やハビトゥ

スを軽視して、建築家を本質的な計画主体と

して捉えて批判をする点に問題を抱えてい

た。そこで「戦後日本における建築家の有名

性の生産・流通・消費に関する研究」（2006
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課題）では、建築家を取りまく制度、マスメ

ディアからなる社会的諸関係を析出する、ハ

ワード・S・ベッカーの「芸術界」やピエー

ル・ブルデューの「場」など芸術・文化社会

学の視座に着目し、建築家の規範や評価基準

を内包した「建築界」の枠組みを理論的に整

理した。また、建築家の有名性は、建築界や

マスメディアにおいてのみ生産・流通するの

ではなく、クライアント、ユーザーなどとの

利害関係を孕みながら、都市空間に物理的か

つ重層的に空間化される。「空間化された表

象」としての有名性は、社会的諸関係が空間

化される側面を指摘したルフェーヴルの都

市・空間論の射程と共鳴する。よって、都市・

空間論と芸術・文化社会学の双方を交差させ

た独自の理論的枠組みを構築し、1970 年の大

阪万博までを時代的な区切りとして、戦後日

本における建築家の有名性をめぐるダイナ

ミズムを分析してきた。	 

	 本研究では、以上の研究蓄積を継承し、

1970~90 年代まで分析対象を拡張すること

により、20 世紀後半における建築ジャーナリ

ズムを通した建築家の有名性の生産・流通・

消費、および建築家‒クライアント‒コンペテ

ィションの結びつきに関する研究の体系化

を試みようと考えた。	 

	 
２．研究の目的 
	 本研究の目的は、都市・空間論と芸術・文
化社会学とを交差させた理論的枠組みをも
とに、国内外の現代都市再開発において、建
築家の有名性が社会的に生産、流通、消費さ
れる仕組みを、主にクライアント（施主、発
注者）、建築ジャーナリズムの二つを分析軸
として明らかにすることにある。研究対象と
する時代区分は、国内の場合は、大阪万博以
後の 1970 年代における文化行政および民活
の都市再開発の導入から、バブル崩壊を経た
90 年代までとした。	 
 
３．研究の方法 

(2)	 クライアントに関しては、磯崎新の建築
作品のクライアントを、磯崎新アトリエのス
タッフの協力を仰ぎながら、年代別、属性別、
地域別に網羅的に整理する。一方では、磯崎
氏本人に、クライアント、文化人ネットワー

クなどに関するインタビューを実施する。	 
(3)現代日本の建築家を対象として、建築専
門誌と一般紙誌における表象の差異を比較
検討し、建築家の社会的地位やパブリック・
イメージの変遷を明らかにする。	 
(4) 都市間競争を背景にしたコンペティシ
ョンや、場所的な制約を越えた空間組織化に
加担している有名建築家とクライアントの
結びつきを、理論的かつ実証的に解明する。
また、「計画」のメカニズムから「市場」の
メカニズムへの移行における、建築家の有名
性へと向けられるまなざしの変容および、そ
こに孕まれる利害関係を論証する。 
	 
４．研究成果	 
(1)	 建築家の有名性の生産・流通・消費のメ
カニズムを相対化する研究の一環として、『文
化人とは何か？』（東京書籍）を共編著で刊行
した。日本において「文化人」がどのように
語られ、いかにその曖昧な形象が成立してき
たのかを、新聞・雑誌記事の言説分析を中心
として明らかにした巻頭論文「〈文化人〉の系
譜――界とマスメディアの交わり」の執筆と
、建築家の磯崎新氏へのクライアントの系譜
に関するインタビューを担当した。建築家の
クライアントに関する研究はこれまで皆無に
近く、その体系化に向けた布石となる成果を
あげることができた。	 
(2)建築家・黒川紀章のマスメディアにおける
表象を、建築専門誌と新聞・一般誌の比較考
察、テレビ番組のアーカイブ調査などによっ
て分析した。そのことにより、建築専門誌の
みならず、新聞、一般誌、テレビなどのマス
メディアおよび他ジャンルとの関係において
、建築家・黒川紀章のイメージがどのように
生産、流通、消費されていったのかを明らか
にした。この研究内容の一部は、企画メンバ
ーとして参加した「メタボリズムの未来都市
」展（森美術館）のカタログに寄稿した。	 
(3)建築家、写真家、美術家、音楽家などとの
対談を通じて、建築と周辺領域の関係を多角
的に考察することにより、建築が現代社会に
おいて生産、流通、消費されるプロセスの固
有性を追究した。これらの成果は、『アサヒ
カメラ』、『新建築』、『情報学研究	 調査研
究編』などの誌面で発表した。	 
	 (4)現代における都市とアートの関係を、世
界各地の具体的事例を通して紹介する「スペ
クタクル展――共振する都市とアート」（象
の鼻テラス）の企画委員を担当した。また、
同じく展覧会「デザイナーズ集合住宅の過去
・現在・未来」（ミサワホーム株式会社）の
企画監修を行った。建築家、マスメディア、
不動産、住まい手という多角的な観点からの
分析展示を行い、建築と社会を架橋する新た
な評価軸を導入することができた。社会学者
が企画監修をした建築展は前例が少ないとい

(1)	 大阪万博の前後で、メディア・イベント
の組み込みによる都市空間の編成により、日
本の建築家の社会的位置がどのように変容し
ていったのかを考察する。また、他ジャンル
の芸術家の有名性の存立様態との比較分析を
するため、「文化人」という形象に関するジ
ャンル横断的な考察を、編著本の編集を通し
て進める。	 



 

 

う点でも独創的な成果となった。展覧会とい
うメディアの特性を把握することで、論文や
口頭発表とは異なる、社会学のアウトプット
や伝達可能性を切り開いていくうえでの大き
な手がかりを得た。	 
(5)	 ロッテルダムでは、オランダ建築博物館
（NAi）での建築アーカイブとパブリック・プ
ログラムに関する調査、ベルリンでは、ポツ
ダム広場周辺を中心に1990年代以降の現代都
市再開発と有名建築家との結びつきに関する
現地調査を行った。過去に実施したパリ、バ
ルセロナ、ビルバオなどの現地調査と比較検
討することによって、グローバル化する都市
の再開発と建築家の有名性をめぐる文化経済
に関する見取図を得ることができた。	 
(6)	 1970年代以降の現代都市再開発と建築の
文化産業に関する研究を行うため、ロンドン
へ海外出張し、RIBA（英国王立建築家協会）、
Architectural	 Foundation 、 The	 Building	 
Center、王立芸術院、ヴィクトリア＆アルバ
ート・ミュージアムなどで、建築のアーカイ
ブやアウトリーチに関する資料収集やヒア
リングを行った。また、ドッグランズ地区、
ロンドン・オリンピック 2012 の敷地を中心
に有名建築家の設計による都市再開発現場
の現状をフィールドワークした。これらの調
査を通じて、今後、建築の文化政策・文化産
業に関する比較研究を体系的に進めていく
うえでの土台作りをすることができた。	 
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